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９月中旬にウランバートルで投資会議を開催することを決

定した。ガンゾリグ産業貿易大臣を委員長とする会議準備

委員会を設立し、外国投資貿易庁の庁長をこの委員会の事

務局長に任命して、ハイレベルでの取組を行っている。産

業貿易大臣は、最近のUNIDOの総会においてこの「モン

ゴル投資会議」に触れ、UNIDOの協力を得て各投資プロ

ジェクトの評価を行い、メンバー国に情報提供できるよう

にしたいとの意向を表明した。

統計によれば、モンゴルにおける外国直接投資は増加し

ており、1990年から2001年11月までの累計で4.37億ドルに

達している。国別に見ると、中国が30％、韓国が12%、日

本が10%、米国が７%、ロシアが５%、カナダが２%、そ

の他の国が34%を占めている。また産業別には、鉱業が

22%、軽工業が17%、農産物加工が10%、商業・サービス

分野が８%、建設が８%、通信が７%、教育・文化・印刷

業が６%、その他の産業が27%を占めている。

外国直接投資による社会的・経済的インパクトは次第に

大きくなっている。外資企業は6.7万人の雇用を生み出し、

輸出額（銅、タングステン及び蛍石の精鉱を除く）の27%

を担っており、2000年には105億トグリクを国家財政に納

めた。外資系企業はエネルギー、通信、輸送などの産業も

間接的に支えている。

石油産業に投資する外国人投資家は油田の探鉱・開発事

業にかかる石油輸入に対する物品税・付加価値税の面で優

遇措置を受けることができるため、米国のSOCO社、オー

ストラリアのRock Oil社及び中国系石油会社がモンゴルの

石油開発に１億2240万ドルを投資した。ここ４年間で、こ

れらの企業からの国家歳入は230億トグリクに達した。

1998－2001年に25万バレル（3.5万トン）の石油を採掘・

輸出したが、2002年の生産量はこの４年間の累計に相当す

ると見込まれている。SOCO社は2001年11月までに既に

6.72万バレルを輸出し、年末までに更に８万バレルを輸出

する計画である。

（ERINA調査研究部客員研究員　ダシュナム・ナチン）

モンゴル

マクロ経済の現状

2001年１－10月の鉱工業生産成長率は対前年同期比

14.2％であった。インフレ率は6.2%となり、これはモンゴ

ル経済発展の成功であるといえる。鉄道貨物輸送量は、

824.9万トンであり、前年同期比で13.5%の増加であった。

2001年10月末の登録失業者数は、2000年同期と比べて

1,482人（3.8%）増加した。女性失業者の数は2.17万人に達

し、登録失業者の54.1%を占めた。10月までに、2.07万人

の失業者が就職したが、その19.4%は政府機関及び国営企

業、残りの80.6%が会社、協同組合または小規模個人事業

に従事した。

2001年10ヶ月間の貿易額は7,632億ドルであり、輸出が

3,143億ドル、輸入が4,489億ドルに達した。貿易収支は

1,346億ドルの赤字となり、前年同期と比べて4,520万ドル

増加した。総貿易額は7.3%減少し、輸出・輸入はそれぞれ

14.3%と1.6%低下した。輸出全体の減少をもたらした最大

の要素は、織物とその製品（4,390万ドル減）及び輸出価

格の低下により輸出額が減少した銅（1,260万ドル減）で

ある。

外国直接投資の誘致政策

2001年６月モンゴル政府は、外国投資政策の一環として

外国投資誘致の優先分野に関する政令を発表し、モンゴル

で活動する法人が輸入する設備に対して、関税及び付加価

値税を免除することした。

モンゴルの外国投資の現状を踏まえ、優先的分野に外国

直接投資を誘導し、投資額の拡大を目指すため、既存の外

国投資法への改正案が国会に提出された。改正案は、現在

経済委員会で審議されており、近々、国会を通過するであ

ろう。

モンゴル政府は、外国直接投資を促進するため、2002年

1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 01年１－６月 01年１－10月
鉱工業生産額（前年同期比：％） ▲ 2.5 4.4 3.2 1.3 2.4 5.3 14.2
消費者物価上昇率（対前年比：％） 44.6 20.5 6.0 10.0 8.1 11.5 6.2
国内鉄道貨物輸送（百万トンキロ） 1,241.4 1,204.0 1,273.6 1,346.3 1,457.5 2,567.0 4,284.0
失業者（千人） 55.4 63.7 49.8 40.1 38.6 40.8 40.1
対ドル為替レート（トグリク、期末） 693.5 813.2 902.0 1,072.4 1,097.0 1,097.0 1,100.0
貿易収支（百万USドル） ▲ 26.6 ▲ 16.8 ▲ 158.1 ▲ 154.5 ▲ 141.9 ▲ 81.3 ▲ 1,346.0
輸出（百万USドル） 424.3 451.5 345.2 358.3 432.3 156.4 314.3
輸入（百万USドル） 450.9 468.3 503.3 512.8 574.2 237.7 448.9
国家財政収支（十億トグリグ） ▲ 48.3 ▲ 65.1 ▲ 97.5 ▲ 85.0 ▲ 62.7 ▲ 1.9 ▲ 16.2

（注）失業者数は期末値。消費者物価上昇率は各年12月、2001年は各期末値。貨物輸送、財政収支は年初からの累積値。
（出所）モンゴル国家統計局、「モンゴル統計年鑑1999」、「モンゴル統計月報2001.10」


